






























（3）  黒板の字がなかなか消えない。 
（3’） 黒板の字がなかなか消せない。 



































（5）? なかなかシュートが決まらない。? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? （森田 1988：88） 
（5’） なかなかシュートが決められない。? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? （森田 1988：88） 

































・動詞： 1 組（開く／開ける） 


















・動詞： 12 組以上（自由記入） 







・内容：能力 2 問・属性 3 問・ 
結果 5 問・条件 10 問 
・動詞： 19 組 











・動詞： 1 組（開く／開ける） 















・動詞： 8 組 











































? 調査期間は 2014 年 7 月～8 月であり、日本語母語話者 50 人（以下、JNS）を対象に調査
を実施した。JNS は関西の大学に通う大学生・大学院生であり、男性 19 人、女性 31 人であ



















以下に、調査で設定した場面と動詞を示す。（図 1、表 2） 
 












? ? ? ? 田中：あ、開
あ














表 2 場面と動詞一覧 
場面 場面の内容 問 実現不可能・可能 自動詞 他動詞の可能形 
場面 1 ジャムの蓋を開けようとしている 
問 1 実現不可能 開かない 開けられない 
問 2 実現可能 開いた 開けられた 
場面 2 キーを回そうとしている 
問 3 実現不可能 回らない 回せない 
問 4 実現可能 回った 回せた 
場面 3 コンタクトを入れようとしている 
問 5 実現不可能 入らない 入れられない 
問 6 実現可能 入った 入れられた 
場面 4 字を消そうとしている 
問 7 実現不可能 消えない 消せない 
問 8 実現可能 消えた 消せた 
場面 5 車の後ろの扉を閉めようとしている 
問 9 実現不可能 閉まらない 閉められない 
問 10 実現可能 閉まった 閉められた 
場面 6 歯磨き粉を出そうとしている 
問 11 実現不可能 出ない 出せない 
問 12 実現可能 出た 出せた 
場面 7 ブラインドを上げようとしている 
問 13 実現不可能 上がらない 上げられない 
問 14 実現可能 上がった 上げられた 
場面 8 指輪を外そうとしている 
問 15 実現不可能 外れない 外せない 
問 16 実現可能 外れた 外せた 
場面 9 マッチをつけようとしている 
問 17 実現不可能 つかない つけられない 
問 18 実現可能 ついた つけられた 
場面 10 糸を通そうとしている 
問 19 実現不可能 通らない 通せない 

















に、JNS の回答を分析した。その結果が表 3、図 2 である。この表と図は、各場面で JNS が
回答した動詞部分を「自動詞」と「他動詞の可能形」に分類し、全設問を合わせた各動詞の
使用の割合を示したものである2。JNS 一人当たりの設問数が 20 であるため、JNS50 人の回
答件数は合計 1000 となる。 




表 3 実現可能場面全体にみる回答? ? ? ? ? ? ? 図 2 実現可能場面全体にみる回答割合 
 





? 実現不可能の場合、「自動詞」が 458 件（91.6%）、「他動詞の可能形」が 42 件（8.4%）で
あった。一方、実現可能の場合、「自動詞」が 475 件（95.0%）、「他動詞の可能形」が 25 件








動詞の種類 回答件数 回答割合 
自動詞 933 93.3% 
他動詞の可能形 67 6.7% 








表 4 実現不可能と実現可能の場面にみる回答 
動詞の種類 
実現不可能 実現可能 
回答件数 回答割合 回答件数 回答割合 
自動詞 458 91.6% 475 95.0% 
他動詞の可能形 42 8.4% 25 5.0% 
合計 500 100.0% 500 100.0% 
 
 
図 3 実現不可能と実現可能の場面にみる回答割合 
 





分析結果は図 4 の通りであり、場面によって割合が若干違うことが分かった。場面 3（コ
ンタクトを入れようとしている）では、他動詞の可能形の回答が見られなかった。また、場
面 1（ジャムの蓋を開けようとしている）、場面 2（キーを回そうとしている）、場面 5（車
の後ろの扉を閉めようとしている）、場面 6（歯磨き粉を出そうとしている）、場面 7（ブラ
インドを上げようとしている）、場面 9（マッチをつけようとしている）、場面 10（糸を通そ
うとしている）では、他動詞の可能形の回答が 10 件（10%）以下と少なかった。 
一方、場面 4（字を消そうとしている）、場面 8（指輪を外そうとしている）における他動
詞の可能形の使用は、他の場面と比べると、多く見られた。 
? さらに図 5 では、場面別の割合を実現不可能の場合と実現可能の場合に分けている。先に















図 4 場面別にみる回答? ? ? ? ?       図 5 実現不可能の場合と実現可能の場合の回答 
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1 本調査では JNS 全員にフォローアップインタビューする予定だったが、50 人のうち協力
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